
事業概要
（400字以内）

都市計画道路補助第26号線は、品川区東大井一丁目から板橋区氷川町に至る延長約
22.4㎞の都市計画道路である。このうち、品川区二葉一丁目から同区豊町二丁目までの約
670mの区間については、JR在来線、東海道新幹線及び東急大井町線との鉄道交差部が２
箇所あり、都立高校とも交差している。
JR在来線との平面交差部にある住吉踏切は、平成19年に国土交通省から開かずの踏切
に抽出されるなど、緊急の対策検討が求められていた。また、品川区を東西に結ぶ本路線の
開通は、品川区民の長年の念願であった。
鉄道や高校との立体交差工事だけでなく、沿道とのアクセス確保も考慮した線形を採用す
るなど、都内でも類を見ない大規模かつ複雑な施工を行い、令和３年度に交通開放した。
本事業により、道路交通の円滑化や、生活道路へ流入する通過交通を本路線に誘導する
ことによる地域の環境改善、安全性や防災性の向上が図られ、地域の経済活動の発展に大
きく寄与した。

事業規模

事業延長（㎞） 約０．７㎞

幅員（ｍ） ２０ｍ～２８ｍ

事業期間（和暦） 平成３年度～令和５年度

事業費（億円） 約２３０億円

ＵＲＬ https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/jimusho/niken/doro-seibi.html
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応募No. ８

事業主体 東京都 事業箇所 東京都品川区

応募者名 東京都第二建設事務所

ふりがな
事業名称

とうきょう としけいかくどうろ ほじょだい２６ごうせん（ゆたかちょう） せいびじぎょう

東京都市計画道路補助第２６号線（豊町）整備事業

事 業 概 要
（東京都：（都）補助第２６号線）

https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/jimusho/niken/doro-seibi.html
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（東京都：（都）補助第２６号線）
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事業区間
約６７０ｍ

凡 例

事業区間

供用済区間

主な現道

私鉄

JR

ふたばトンネル

豊トンネル

起点

終点



都市計画図(用途地域図)
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（東京都：（都）補助第２６号線）
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都立大崎高校

大間窪
小学校

事業前【1984年（昭和59年）】

戸越公園

都立大崎高校

豊葉の杜
学園

しながわ
中央公園

事業後【2022年（令和４年）】

第一種中高層住居専用地域

第一種住居地域

近隣商業地域

準工業地域

第一種中高層住居専用地域

第一種住居地域

近隣商業地域

準工業地域

事業区間 約670ｍ

事業区間 約670ｍ



4

路線全体の進捗状況

（東京都：（都）補助第２６号線）

第35回全国街路事業コンクール応募資料 様式１

補助第２６号線（全線）
・品川区東大井一丁目～板橋区氷川町
・延長 約２２．４㎞

《延長約２２㎞のうち１２カ所（約６㎞）で事業中》

延長：約２２㎞の事業状況
完成延長約：約１１㎞
概成延長約：約 ６㎞（事業中１㎞）
現道なし ：約 ５㎞（事業中５㎞）（※補２６豊町）

【 補助第２６号線（豊町）・事業経緯 】
昭和２１年 ４月 都市計画決定
平成 ４年 １月 事業認可取得
平成 ９年１０月 工事着手
令和 ３年１０月 交通開放

【路線概要】
本路線は、環状第６号線と環状第７号線の間に位置しており、補助線
でありながら、広域的な道路ネットワークを形成する重要な路線である。
本区間においては、この区間が開通されることにより、道路交通の円
滑化が図られるとともに、住宅地など生活道路に入り込む通過交通を適
切に本線に誘導し、地域の環境改善、安全性や防災性の向上が図られ
る非常に重要な路線である。
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平 面 図 （ 航 空 写 真 ）

都立大崎高校

都立大崎高校
東急大井町線

品川中央公園

東急大井町線東急大井町線

事業前（現道無し）

事業中（新設道路）

【1989年（平成元年）】

【2019年（令和元年）】

鉄道立体交差

鉄道立体交差

本線アクセス

建物立体交差

戸越公園

品川区役所
東京都第二建設事務所

品川区役所
東京都第二建設事務所

戸越公園

都計線(今回事業区間)

都計線(今回事業区間)

（東京都：（都）補助第２６号線）



平 面 図 ・ 縦 断 図
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（東京都：（都）補助第２６号線）
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豊
町
二
丁
目
交
差
点

下
神
明
交
差
点

JR東海道新幹線
JR横須賀線
JR湘南新宿ライン

都立大崎高校

都立大崎高校グランド

現在、こ線人道橋、側道歩道部を工事中〔事業区間は現道無し〕

事業区間 約６７０ｍ
ふたばトンネル約147ｍ

豊トンネル約230ｍ

こ線人道橋（工事中）

沿道からの本線アクセス

鉄道立体交差 鉄道立体交差 建物立体交差沿道アクセス

平 面 図

縦 断 図

①

②

③

④



横 断 図
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（東京都：（都）補助第２６号線）
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横 断 図
（東京都：（都）補助第２６号線）



事 業 前 写 真
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事 業 後 写 真 （東京都：（都）補助第２６号線）

写真①
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平成22年7月撮影

写真①

大井町→←戸越

平成7年頃撮影

令和4年3月撮影

令和4年10月撮影

写真② 写真②

大井町→←戸越



大崎高校

豊トンネル

大崎高校

大崎高校

大井町方面

事 業 前 写 真
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事 業 後 写 真 （東京都：（都）補助第２６号線）

写真③
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平成14年撮影

写真③

平成7年頃撮影 令和4年10月撮影

写真④ 写真④

大井町方面

令和4年1月撮影
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（東京都：（都）補助第２６号線）
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○生活道路へ流入する通過交通量が減少！
・交通開放区間と並行する戸越小学校前の道路の交通量が約３割減少した。

・四間通り（下村踏切）の交通量が約５割減少した。

※交通開放区間では、交通開放約６ヶ月後の時点で約5,000台/12時間通行している。

○東西方向のアクセス性が向上！
・平塚橋交差点から八潮橋交差点までの平均所要時間が約５分短縮された。

・八潮橋交差点から平塚橋交差点までの平均所要時間が約２分短縮された。

○道路利用者（地域住民や消防署等）が整備効果を実感！
・目的地への到着時間の短縮、利便性（大井町～戸越間の交通アクセス等）及び地域の

防災性の向上などの効果を実感している。

●本区間の交通開放により、道路ネットワークが形成され、
道路交通の円滑化、防災性の向上！
さらに踏切除却により交通の安全確保が実現された！

＜人や物の流れを円滑化し、経済活動の活性化に寄与！＞
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事業効果アピール資料 （東京都：（都）補助第２６号線）
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（東京都：（都）補助第２６号線）
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●JR在来線・新幹線及び東急線との２箇所での立体交差！

・ふたばトンネルは、
補助第26号線が鉄道（ＪＲ横須賀線・湘南新宿ライン及び東海道新幹線）
をアンダーパスする構造とした。

・トンネル躯体と東海道新幹線高架橋基礎の離隔が数十cmと、過去に
例のない近接度であることから、３者で設計・施工委員会を立上げ、
設計・施工方法を検討し、決定した。

・東京都建設局・JR東海・JR東日本の３者協定を締結し、東京都建設局
からＪＲ東日本に工事を委託し施工した。

・トンネル躯体の施工は、鉄道の営業に影響しない工法としてHEP＆JES
工法を採用した。

・鉄道交差部のトンネル工事は、営業線に影響ないよう変位観測を行い
ながら、精度の高い工事を実施した。

【ふたばトンネル施工状況】

・豊トンネルは、
補助第26号線が東急大井町線をアンダーパスする

構造とした。

・東京都建設局・東急電鉄で協定を締結した。

・営業線に影響のある鉄道交差部のトンネル工事は、

東京都建設局から東急電鉄に委託し施工した。

【豊トンネル施工状況】
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（東京都：（都）補助第２６号線）
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●学校環境機能と道路機能の両立を実現！

【トンネル施工状況②】

① 大崎高校の校舎改築（現校舎）
※改築後、旧校舎通路・バスケットコート・テニスコートの更地化

② トンネル（ボックスカルバート）を開削工法で構築

③ 隣接する旧校舎を解体

④ トンネル上に人工地盤で高校グランドを復旧

大崎高校との交差部のトンネル施工手順

①
②

③

④ ②

④

・道路整備工事と高校整備工事を順序立てて実施した
・道路の権原取得は、学校用地（都有地）の使用協定書による無償使用とした
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全国雑誌や紙面の他、
多数ネットにて
交通開放について掲載される！

【雑誌】
・東京人（令和４年２月号）

【紙面】
・日刊建設工業新聞（令和３年１０月２１日）

【ネット】
・トラベルウォッチ（令和３年１０月７日）
・乗り物ニュース（令和３年１０月９日）
・鉄道チャンネル（令和３年１０月１０日）
・品川経済新聞（令和３年１０月２１日）

~報道資料~


